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（１）平成30年度当初予算の概要について

①水道事業



（１）平成３０年度当初予算の概要について

①水道事業

１．収益的収支：377,467千円
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長期前受金戻入とは
平成26年度の会計基準見直しにより、任意適用が認められていた「みなし償

却制度」が廃止され、償却資産の取得又は改良に充てるために交付された補助
金などは、その交付を受けた金額に相当する額を、長期前受金として負債（繰
延収益）に計上した上で、減価償却に応じて順次収益化することになりました。
その収益のことを長期前受金戻入といいます。補助金などで得た資金は、固定
資産を取得する際に充てているため、長期前受金戻入を収益として計上する際
には、実際の現金収入はありません。

減価償却費とは

土地以外の建物・管路・設備等の固定資産は、使用や時間の経過
とともにその価値が減少します。そこで、決算に際し、その会計期間中
の価値の減少額を計算し、これを費用として計上するとともに、固定
資産の帳簿価額を減少させます。この手続きを減価償却といい、計上
する費用のことを減価償却費といいます。

減価償却費はあくまでも帳簿上の処理で、費用計上の際に実際の
現金支出はありません。

収益的収支とは

当該年度一年間の経営活動に伴い発生する収益とそ
れに対応する費用

（税込表示）

合 計
3,006,933千円

合 計
2,629,466千円

料金収入

2,595,311千円
86%

長期前受金戻入

308,725千円
10%

他会計繰入金

17,419千円
1%

受託工事収益

15,119千円
1%

その他

70,359千円
2%

収益的収入

減価償却費

及び資産減耗費

883,320千円
34%

委託料

414,943千円
16%

受水費

481,477千円
18%

職員給与費

203,164千円
8%

動力費

171,362千円
7%

修繕費

194,479千円
7%

支払利息

109,697千円
4%

その他

171,024千円
6%

収益的支出

・他会計繰入金
消火栓維持負担金 7,938千円

計 17,419千円
児童手当・基礎年金拠出金 9,481千円



①水道事業

２．資本的収支
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資本的収支とは

支出の効果が翌年度以降におよぶ費用
や長期負債にかかる支出とこれらに対応
する財源

（税込表示）

資本的収支の差額５５６，６５０千円は
当年度分消費税及び地方消費税収
支調整額１０４，７４０千円、過年度分
損益勘定留保資金４５１，９１０千円で
補てんしています。

企業債

1,276,300千円
89%

水道新設等

加入金

87,134千円
6%

他会計繰入金

9,600千円
1%

工事負担金

59,515千円
4%

資本的収入

合 計
1,432,549千円

建設改良費

1,572,090千円
79%

企業債償還金

317,109千円
16%

長期貸付金

100,000千円
5%

資本的支出

合 計
1,989,199千円

・他会計繰入金

消火栓設置負担金 9,600千円



①水道事業

平成30年度 建設改良費の内訳
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（単位：千円）

項 目 経営戦略 当初予算 差 額

機器更新事業 424,698 309,338 ▲ 115,360

基幹管路整備事業 260,481 236,368 ▲ 24,113

配水管路更新事業 915,236 805,558 ▲ 109,678

上野配水池更新事業 17,370 0 ▲ 17,370

変更認可申請 0 14,791 14,791

水安全計画 15,960 0 ▲ 15,960

伊勢大橋連絡管整備 269,466 29,399 ▲ 240,067

その他 142,268 176,636 34,368

合 計 2,045,479 1,572,090 ▲ 473,389



水道事業について

ご意見をお願いいたします。



（１）平成30年度当初予算の概要について

②下水道事業



②下水道事業

１．収益的収支：326,520千円
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流域下水道維持管理等負担金とは
単独の終末処理場を市が設置するのではなく、県が設
置、管理している流域下水道施設（幹線管渠、ポンプ場、
終末処理場）に下水を流しており、それらの施設に係る維
持管理費用を市町が負担しています。
桑名市においては、旧桑名市、旧多度町が流域下水道を
使用しています。

料金収入

2,362,231千円
44%

長期前受金戻入

2,032,976千円
38%

他会計繰入金

907,601千円
17%

その他

5,849千円
1%

収益的収入

合 計

5,308,657千円

減価償却費

及び資産減耗費

2,891,373千円
58%

流域下水道

維持管理等負担金

629,952千円
13%

支払利息

578,093千円
12%

委託料

441,685千円
9%

職員給与費

117,964千円
2%

動力費

96,324千円
2%

修繕費

58,305千円
1%

その他

168,441千円
3%

収益的支出

合 計

4,982,137千円

・他会計繰入金
雨水に関する経費 764,446千円

計 907,601千円退職手当負担金 18,435千円
総務省繰出基準に基づくもの（利子分等） 124,720千円



②下水道事業

２．資本的収支
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資本的収支の差額９４７，９７２千円は当年度分消費税
及び地方消費税資本的収支調整額３８，５７５千円、過年
度分損益勘定留保資金４１９，６７３千円、当年度分損益
勘定留保資金４８９，７２４千円で補てんしています。

合 計

3,199,330千円

企業債

1,600,100千円
50%

他会計繰入金

810,834千円
26%

国県補助金

586,000千円
18%

負担金（受益者負担

金、工事負担金）

102,396千円
3%

他会計借入金

100,000千円
3%

資本的収入

企業債償還金

2,379,494千円
57%

建設改良費

1,767,808千円
43%

資本的支出

合 計

4,147,302千円

・他会計繰入金
雨水に関する経費 74,067千円
総務省繰出基準に基づくもの（元金分） 389,327千円 計 810,834千円
総務省繰出基準に基づかないもの 347,440千円



②下水道事業

平成30年度 建設改良費の内訳
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（単位：千円）

項 目 経営戦略 当初予算 差 額

汚水管渠整備事業 917,000 1,201,052 284,052

雨水管渠整備事業 85,000 146,440 61,440

汚水中継ポンプ場整備事業 41,000 25,000 ▲ 16,000

雨水ポンプ場整備事業 298,000 160,276 ▲ 137,724

処理場整備事業 134,200 18,300 ▲ 115,900

流域下水道建設負担金 61,376 135,244 73,868

その他 96,000 81,496 ▲ 14,504

合 計 1,632,576 1,767,808 135,232



下水道事業について

ご意見をお願いいたします。


